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13. 高度骨変化を伴う変形性膝関節症の 1治験
。山本日出樹，富田 裕，宣保晴彦
船津恵一(金沢病院)
松井宣夫(千大)
膝関節特発性骨壊死に起因したと思われる変形性膝関
節に対し，人工膝関節置換術を施行。術前の疹痛，歩行
時動揺は消失し，満足すべき結果が得られた。膝関節特
発性骨壊死の病因診断，治療など， 若干の考按を加え
た。 
14. 	 手根管症候群の 4例 
0南昌平，竹内孝，村礼i憲太
吉野紘正，野平勲一(国立習志野)
井幡宏(井幡整形)
症例 1は 38歳，男， 左母， 示，中指の知覚障害と共
に，手関節のガングリオンを認めた症例であった。症例
では48歳，女で知覚障害，母指球筋萎縮を認め，症例 3
は46歳，女で、知覚障害あり， 2例共，頚腕障害として治
療されていた。症例 4は67歳，女で頚椎椎間板症との合
併例であった。我々は極めて，稀な原因である，ガング
リオンによる例を含め， 4 {7"iJの手根管症候群手術例を経
験し，術後成績も諸家の報告の如く， 良好な結果を得
た。 
15. 	 ばね指並 DeQuervain鵬鞘炎の手術統計一 
11年開放置された先天性掲指ばね指の興味ある 
1例を中心として
立岩正孝(立岩病院) 
7年 6ヶ月聞に行った手術例は199例209t旨となる。年
齢別にみると 5歳以下と 40歳より 60歳にかけての成人と
にピークがある。若年者ばね指は母指に多発レ性別に差
はなく左右差はない，一般的に先天性母指ばね指と呼ば
れるが母指のみで、なく中指・薬指・小指にも起る。成人
ばね指は女性に多く男性の約 4倍である。指別では母指
に多く，ついで、中指・薬指と起る。 DeQuervain腿鞘
炎は女性の左側に多く起る傾向がある。 
16. 	 両前腕切断の 1例
長尾竜郎(九州労災・リハビリ)
両前腕切断者は極めて障害が大きく，そのリハビリテ
ーションは非常に困難であることが多いが，演者は両前 
J宛切断者の一例に，両側クノレケンベノレグ手術，及び能動
義手を与え，完全に職場復帰せしめ得たので報告した。
義手は，右に APRLフック，クイック・チェンジ式
リスト， リスト屈曲装置，左に APRLハンドを処方し
た。これにより， 患者は ADL，自動車運転，必要な職
業動作(配電設計)を全て可能となった。 
17. Micro vascular anastomosingにおける予後
決定因子の考察 
O渡部恒夫，玉置哲也，小林英夫
宮坂斉，高橋和久，遠藤富士乗
(千大) 
1975年 8月以来我々は20例の切断肢指再接着症例を経
験することが出来たが，これら症例のうち術後循環障害
により壊死を来たし，再度切断したものは 5例 6肢指で
ある。その内訳けは前腕切断  1，切断指 4{7"tl5指であ
る。その原因は前腕切断は広範な myonecrosisによる
血管縫合部の結合不全によると思われ，切断指では受傷
機転，断端の状態， coolingの有無，抗凝固斉IJの管理等
の問題点をそれぞれ示唆していた。 
18. 所謂乳児先天股脱の観血的整復例と非観血的整
復例の比較検討 
O佐久川輝章，篠原寛休，藤塚光慶
住吉徹是，飯島信行(松戸市立)
過去  6年間当院の先股脱治療総数は 432例であり完全
脱臼165例だった。そのうち生後 6ヶ月以前治療開始130
例中リーメンビューゲノレのみで治療の得られたのは 111
例85.4%であった。今回はその他の難行例19例につき検
討した。難行群19例中非観血的整復12例と観血的整復例 
7例について比較検討した結果，手術後問題はあるにし
ても関節造影で明らかな整復障害因子が認められたらあ
まり年齢にこだわらず積極的にそれらを除去すべきと考
える。 
19. 	 当院における新生児検診について 
0竹内孝，村山憲太，野平勲一
吉野紘正，南 昌平(国立習志野)
昭和43年 7月より 51年 9月までに6156名に検診を行っ
た。脱臼は69名 click(十) 65名 click (ー )4名，見逃
し例14名16関節である。胎児肢位と脱臼との関係を調べ
るため，非脱臼児1538名レ線  Film444名脱臼児24名を
検査した。膝伸展膝不完全屈曲型が，非脱臼児の頭位で
は 6%骨盤位では45%であるが，脱臼児では70%と更に
高率を示している。この事は Wilkinsonの述べている
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如く膝を曲げるのが障害される mechanismと脱臼との
聞に関係があることを示唆している。 
20. 米国留学を終えて-Biomechanicsの臨床応用
について
林道夫(千大) 
Case Western Reserve大学 Biomehanics研究所 
(Ohio Cleveland市)に 1年間留学し，脊柱数学模型
製作にたずさわった。 Paraspinalmuscleを個々の筋腹
に分離して起始部と終止部に細いピンを打ち込み， 3・D
X線撮影装置で3次元空間における筋力が作用する方
向，距離，作用点を実測した。また，筋肉横断面積の測
定によって個々の筋腹によって発生する Partialmu-
scle forceを計算により求めた。脊柱の構造力学的特性
を測定する実験につき言及した。 
21. 	 神経診の現況について
服部孝道(松戸市立・神経内科)
昭和50年9月より千葉大学整形外科教室にて神経内科
外来を開始以来， 1年 3ヶ月聞に実に興味ある症例を多
数みることができました。側事撃を主訴としてきた患者
に側方視麻庫を伴う 5例， Myasthenia gravis 1例， 
Diastematomyelia 4例， Syringomyelia 2例， Ne-
urofi.bromatosis 3例， Myelopathy 1例， Dystonia 
musculorum deformans，1例，末柏、神経障害の症例は 
Charcot-Marie-Tooth Syndrome 4例， Neuralgic 
amyotrophy 3例， Guillain Barre syndrome 4例， 
Alcoholic peripheral neuropathy 1 伊~，神経筋疾患に
は， Amyotrophic lateral sderosis 5例， Progressi ve 
spinal muscular atrophy 1例， Kugelberg Welander 
disease 1伊LMyotonic muscular dystrophy 2例， 
Limb-girdle muscular dystrophy 2例，その他に Pa-
正常化するのに 1年 4ヶ月， alkali phosphatase及びX
線的骨改善に 1年 8ヶ月を要した。此の間，非活性型の 
D2及 DHTを短期間投与し，夫々に Caの上昇が容
易に可能である事を確認したが，積極的投与は特に必要
ないと考える。 Caに飢えた所謂 hungryboneに対し
ては Caの投与が最善の治療である。 
23. 	 脊椎および脊髄疾患における RImyelography 
の staticimageおよび dynamicimageの検
討 
0永瀬譲史，有水昇，曾原道和
(千大・放射線)
井上駿一，辻陽雄，松井宣夫(千大)
高田典彦，保高英二
(千葉県がんセンター)
能勢忠男(筑波大・脳外)
脊椎悪性腫揚， 椎間板ヘノレニヤ等19例に対し， 99n1Tc 
DTP A，169Yb DTP A による RImyelographyを1T
ない，さらに clinicaldata systemによる動態画像を
検討し以下の結果を得た。 partialblock，RI uptakeの
減少などの所見の得られたのは12例 (63%)であり，特
に myoc1il myelographyにて所見のとらえにくい胸椎
部疾患において診断上有であった。また RIの拡散の動
態画像は，脊髄クモ膜下腔の通過状態を反映し，狭窄の
程度を知る上で有用な情報を得た。 
24. Myeloscintigraphyの適応と診断的価値につい
て 
0渋谷光柱(自治医大・放射線)
大木勲(自治医大)
環軸椎脱臼例，頚椎後縦靭帯骨化例，頚椎間板ヘルニ
ア例，変形性頚椎症例など各種頚椎疾患の staticおよ
rkinsonism 2例， Spinocerebellar c1egeneration 2{71， び functionalmyeloscintigramを示し，その適応に関
Syringomyelia 2例， Alcoholic cerebellar degener-
ation 2例， Neuro Behcet 1例， Multiple sclerosis 
l例， Brainstem glioma 1例， Epilepsy以上の他に
多くの Myelopathy，Rac1iculopathyをみました。 
22. 副甲状腺機能充進症の 1例

特に術後経過に関する考察

石川正土(桜之官病院)
第44回中日整災外学会に報告した原発性副甲状腺機能
充進症の一例につき其の後約 2年間経過観察して来た知
見を主に報告した。即，術後急激に低下した血清 Caが
し考察を加えた。すなわち頭頚移行部ないし上位頚椎の
検索， functional myelography，特定体位保持不能患者
に適応がある。さらに手技が簡単で高IJ作用が少ないため
外来患者の screeningとして行なえる。我々は像の鮮
鋭化を試みその診断的価値を高めている。 
25. 頚，胸部における新らしい水溶性造影剤メトリ
ザマイドの使用経験 
0宮坂斉，井上駿一，渡部恒夫
田波秀文，高橋和久(千大)
新らしい水溶性造影斉IJメトリザマイドによる脊髄腔造
